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※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）

畜産振興事業費 産業振興課
畜産経営の安定を図るため、死亡牛のＢＳＥ検査等に係る経
費の一部を補助します 59 401 Ｂ  P213

環境緑化推進事
業費

産業振興課 住民の緑化に対する認識を高め、環境緑化を推進します 4,585 3,304 Ｄ  P214

農業振興対策事
業費

産業振興課
農業振興を推進するため農業振興地域整備計画の適正な管
理や各種農業団体等へ補助等を行います 29,014 33,929 Ｄ P50 P210

農業用水対策事
業費

産業振興課
愛知用水関連施設の維持管理に伴う農家の負担軽減を図る
ため、地元管理のポンプ電力料等の補助を行います 2,494 2,778 Ｂ  P211

農業委員会活動
費

産業振興課
農業委員会定例会を開催するとともに、委員による現地調査
及び研修を実施します 2,723 2,223 Ｂ  P208

水田農業経営所
得安定対策事業
費

産業振興課
水田農業経営の安定を図るとともに、飼料用米・麦・大豆等の
戦略作物への作付転換を支援します。 179 181 Ｂ  P209

農業土木一般管
理費

建設課
農地や農業用施設の保全と質的向上を図る地域共同の取り
組みを支援します 11,378 11,383 Ａ P52 P181

県営経営体育成
基盤整備事業費

建設課
農産物を効率的に生産・出荷するため老朽化した農道の補修
整備等を実施します 37,500 37,500 Ａ P53 P182

基本目標 地元をにぎわすしごとづくり

基本施策 豊かな農地と産物を活かした農業

本町では、農業にとって気候条件が恵まれ、広大な優良農地や広域農道などのインフラが整備されているなど
の強みがあり、高齢でも元気に働く農業従事者が数多くいます。
一方で、農畜産物の価格低迷など厳しい経営環境から、農業従事者の高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増
加といった問題が生じています。

経営が安定し農業従事者や就業希望者にとって魅力ある農業を目指します。
また、農業を起点として、加工や販売、観光などの多様な産業が本町で価値を生み出す、付加価値の源泉として
農業が活躍するとともに、多面的機能（良好な自然環境や景観を保全するなど、多様な機能）を発揮することを
目指します。

・多面的機能の観点からも、農業を取り巻く環境の管理体制の構築に取り組みます。
・農用地の計画的利用、耕作放棄地の再生及び利用促進など、農業資源の活用を支援します。
・経営規模拡大やＩＣＴ（情報通信技術）の活用など、生産性向上や作業負担軽減を支援します。
・６次産業化や体験型観光、輸出の促進など、農業の高付加価値化、販路拡大を支援します。

事業名 部署名 事業概要
R1決算
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６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価

５．地域との協働に関する取組み状況
○マルシェや市などに参加し、地元の農産物を楽しみながら購入している（個人）
○休耕地の農場活用活動に参加している（個人）
○規格外や、出荷できない野菜の利用ルートを確保している（事業者）
○旬の地元農産物をメニューや品揃えに取り入れている（個人・事業者）

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋【関連する主な予算事業の番号】
①休耕地がまだまだ多くみられるため、ふれあい農家の拡大か地産地消を軸とした産直施設の設置を少しでもしていってほしい。
②有機農や循環型農業は付加価値があるものの生産性も低く里山や自然の函養性を啓発するまでの余裕はあまりありません。もったいないです。間に環
境系のNPOや団体を入れて主導しないと対外的な「豊かな自然と農業」の発信は難しい。
③町内業者の卵を買わせてもらっている。もっとそういうのを増やしてほしい。
④パイロットファームは利用されているが、それ以外の農地は工作放棄地になっていることが問題。農業者の多数は兼業農家・自給農家であり、彼ら及び
次世代に住み続けてもらう為の取組みが不十分だ。「南知多の自然に魅かれて移住したい人が兼業農家・週末農業を始められる環境」が作れていない。
この先移住者に来てもおうとしても無理である。例として空家バンクと並行して農地バンクを実施し空き家と一緒に借りる際は、「営農三反以上」の縛りをや
め、自治体が仲介借主になる等の「新規農業希望者特別枠」を作り、小型農機具の買い上げ支援をし、簡単に始められるような応援が必要である。
⑤地元の野菜はヤナギの野菜村で買う程度。店舗と農業者をつなぐマッチングの機会があれば行くかも。そもそも今南知多でどんな野菜が作られ、どこに
連絡すればそれが入手できるのか知らない。
⑥これからはマルシェの時代ではなく、参加型イベントを中心に町全体で新しいことに目を向けることが大切だと考えます。町の自然を街の人たちに体験、
体感して頂くこと。田舎だからできる、ゆったりとした時間を味わってほしい。【1】
⑦ミーナコーンのような町特産品をJAと協議して生産者に指導。町ブランド化を図る。生産者の安定収入。
⑧農家のベテラン主婦たちの作る漬物とか煮物はとにかく何でもとても上手でおいしいはずなので、町で採れる野菜を使った料理の動画を作って宣伝する
とか。その日に採った野菜を使った給食を毎回出せないものか。
⑨農業のことをもっと知ってみたいし、どんな産物があるのか知りたい。
⑩南知多の農産物直売店が少なく、美浜の鵜ノ池まで買いに行くことがある。JAでももう少し野菜の種類や量を増やせないか。
⑪南知多で農業をやりたい、やってみたい人はたくさんいる。（経営ではなく）これから町外の人に田んぼや畑の耕作地を安く提供できる、海も畑もある南
知多も宣伝すること。その中から移住者が生まれてくると考える。【2】
⑫農地を荒らさずに耕作を続けていくことは、農地所有者の生活の文化的レベルが上がるほど難しくなる。農地を農地として必要な大規模農家への農地
の集約を、もっと好条件でできるようにするべきである。
⑬兼業農家や退職後に従事することが多いため、その世代がリタイヤすると後継者がいないため耕作されない田畑となってしまう。今南知多町に住んでい
る若い人が就農してくれるとありがたい。半田農業高校卒業者の中にもいるのではないか。田畑を相続しても困っていて安価で譲りたい人もいると思われ
る。マッチングのシステムがあれば利用もあるのではないか。
⑭農業に対しては、国の施策が手厚く独自の施策はそれほど必要としていないと思う。
⑮主要産業である第1次産業は第3次産業の根幹にも結び付く重要な産業。そこに職員の人員を投入できていないのは、発展から遠のくと思う。また、食と
いう分野で成長していかなければならないのに、産業分野と教育分野の(役場内での)連携がほぼないため、食育の分野での伸びしろを活かせていない。
農業者、漁業者への直接的な支援も必要だが、社会的な彼らの認知度を上げる事業が今後重要だと思う。
⑯地元の農作物や加工品の魅力をSNSやアフィリエイト業者等に委託し、さらに情報の発信、拡散をする。また、ネット通販等で全国的に南知多町の農作
物に触れやすくする。
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